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◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
昭
和
六
十
三
年
東
京
都
告
示
第
五
百
七
十
二
号

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

北
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹
線
街
路
補
助

線
街
路
第
百
八
十
一
号
線

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
六
十
三
年
六
月
六
日
か
ら
令
和
十
二

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

変
更
な
し

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第
千
三
百
四
十
七
号

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

板
橋
区

二

都
市
計
画
事
業
の

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹
線
街
路
補
助

目

次

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

港
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹
線
街
路
補
助

線
街
路
第
七
号
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日
か
ら
令
和
十
五

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

変
更
な
し

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
七
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
十
九
年
東
京
都
告
示
第
千
四
百
六
十
六
号

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

豊
島
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹
線
街
路
補
助

線
街
路
第
百
七
十
六
号
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
令
和
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

変
更
な
し

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

告
　
　
　
示

○
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
十
三
件
）
…

　

…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部
街
路
計
画
課
）…	

一

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
再
開
発
課
）…	
四

○
平
成
十
三
年
東
京
都
告
示
第
四
百
十
号
（
都
民
の
健
康
と

　

安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
十
八

　

条
第
四
項
に
規
定
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
燃
料
消

　

費
率
か
ら
求
め
る
算
定
方
法
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
自
動
車
環
境
課
）…	

四

告
　
　
　
示
（
選
）

○
不
在
者
投
票
管
理
者
を
置
く
施
設
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…	

四

公
　
　
　
告

○
都
市
計
画
事
業
の
施
行
…
…
…
…（
建
設
局
河
川
部
計
画
課
）…	

四

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
百
七
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
七
年
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
三
号

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

▷

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）
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変
更
な
し

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
十
五
年
東
京
都
告
示
第
百
十
号
三
鷹
都
市

計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

三
鷹
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

三
鷹
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
十
三

号
三
鷹
駅
仙
川
環
状
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
五
年
二
月
五
日
か
ら
令
和
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

変
更
な
し

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第
千
三
十
一
号
調
布

都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日

市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

足
立
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
区
画
街
路
足
立

区
画
街
路
第
十
五
号
線

三

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
九
月
八
日
か
ら
令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

変
更
な
し

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
八
年
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
六
号

立
川
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

立
川
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

立
川
都
市
計
画
道
路
事
業
都
市
高
速
鉄
道

東
日
本
旅
客
鉄
道
中
央
本
線
付
属
街
路
第

二
号
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
八
年
三
月
十
七
日
か
ら
令
和
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

種
類
及
び
名
称

線
街
路
第
二
百
四
十
九
号
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
三
十
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

変
更
な
し

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
六
年
東
京
都
告
示
第
八
百
四
十
二
号

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

足
立
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹
線
街
路
補
助

線
街
路
第
百
三
十
八
号
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
日
か
ら
令
和
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

変
更
な
し

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
令
和
三
年
東
京
都
告
示
第
千
九
十
七
号
東
京
都
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東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

東
村
山
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
村
山
都
市
計
画
道
路
事
業
区
画
街
路
都

市
高
速
鉄
道
西
武
鉄
道
新
宿
線
付
属
街
路

第
一
号
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
日
か
ら
令
和
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

�

平
成
二
十
五
年
東
京
都
告
示
第
千
六
百

六
十
四
号
の
事
業
地
の
う
ち
、
東
村
山

市
本
町
一
丁
目
地
内
に
お
い
て
事
業
地

を
変
更
す
る
。

使
用
の
部
分

　

�

平
成
二
十
五
年
東
京
都
告
示
第
千
六
百

六
十
四
号
の
事
業
地
に
、
東
村
山
市
本

町
一
丁
目
地
内
を
加
え
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
百
九
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
五
年
東
京
都
告
示
第
千
六
百
六
十
五

号
東
村
山
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の

で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

東
村
山
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
村
山
都
市
計
画
道
路
事
業
区
画
街
路
都

市
高
速
鉄
道
西
武
鉄
道
新
宿
線
付
属
街
路

第
三
号
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
日
か
ら
令
和
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
百
四
十
一
号
町
田
都

市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

町
田
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

町
田
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
二
十

二
号
大
蔵
小
野
路
線

三

事
業
施
行
期
間

令
和
二
年
二
月
十
日
か
ら
令
和
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

�

令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
百
四
十
一
号

の
事
業
地
の
う
ち
、
町
田
市
小
野
路
町

字
五
反
田
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変

更
す
る
。

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
五
年
東
京
都
告
示
第
千
六
百
六
十
四

号
東
村
山
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の

で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

調
布
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

調
布
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
二
十

一
号
つ
つ
じ
ヶ
丘
南
口
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
三
十
年
七
月
十
八
日
か
ら
令
和
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

変
更
な
し

使
用
の
部
分

　

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
八
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
三
十
一
年
東
京
都
告
示
第
七
百
十
五
号
武

蔵
野
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

武
蔵
野
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

武
蔵
野
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
二

号
三
鷹
駅
南
口
寺
南
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
令
和

九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

　

�

平
成
三
十
一
年
東
京
都
告
示
第
七
百
十

五
号
の
事
業
地
に
、
武
蔵
野
市
境
南
町

二
丁
目
地
内
を
加
え
、
武
蔵
野
市
境
南

町
三
丁
目
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変

更
す
る
。

使
用
の
部
分
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東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

施　

設　

の　

名　

称

所　
　
　

在　
　
　

地

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

弦

巻
の
家

世
田
谷
区
弦
巻
五
丁
目
三
十
四
番
五

号

ケ
ア
ハ
ウ
ス　

上
石
神
井

練
馬
区
上
石
神
井
三
丁
目
二
十
七
番

九
号

青
梅
成
木
台
病
院

青
梅
市
成
木
一
丁
目
四
百
四
十
七
番

地

公
　
　
　
告

都
市
計
画
河
川
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

別
表
の
と
お
り

二

施
行
者
の
名
称

東
京
都

三

事
務
所
の
所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

四

事
業
地
の
所
在

別
表
の
と
お
り

別
表都

市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

事
業
地
の
所
在

事
業
認
可

の
告
示

所
管
事

務
所

東
京
都
市
計
画
河

川
事
業
第
六
号
神

田
川

東
京
都
中
野
区
本
町

五
丁
目
、
弥
生
町
二

丁
目
及
び
弥
生
町
五

丁
目
並
び
に
東
京
都

杉
並
区
和
田
一
丁
目 

地
内

令
和
七
年

二
月
二
十

七
日
関
東

地
方
整
備

局
告
示
第

三
十
七
号

第
三
建

設
事
務

所

平
成
十
三
年
東
京
都
告
示
第
四
百
十
号
（
都
民
の
健
康
と
安
全
を

確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
十
八
条
第
四
項
に
規
定

す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
燃
料
消
費
率
か
ら
求
め
る
算
定
方

法
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

本
則
中
「8,400

」
を
「33.4

」
に
、
「0.07658

」
を
「18.7

」
に
、

「9,200

」
を
「38.0

」
に
、
「0.07839

」
を
「18.8

」
に
、
「
十
・

十
五
モ
ー
ド
（
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条

例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
五
号
）
別
表
第
六
の
備
考

一
に
規
定
す
る
測
定
の
方
法
を
い
う
。
）
」
を
「
自
動
車
の
燃
費
性

能
の
評
価
及
び
公
表
に
関
す
る
実
施
要
領
（
平
成
十
六
年
国
土
交
通

省
告
示
第
六
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
の
燃
費
性
能
の
評
価

に
よ
っ
て
計
測
し
た
」
に
、
「
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
」
を
「
メ
ガ
ジ
ュ
ー

ル
」
に
改
め
る
。

　
　

附　

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
三
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五

十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十

二
号
）
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次

の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日

　

�

平
成
二
十
五
年
東
京
都
告
示
第
千
六
百

六
十
五
号
の
事
業
地
の
う
ち
、
東
村
山

市
久
米
川
町
四
丁
目
地
内
に
お
い
て
事

業
地
を
変
更
す
る
。

使
用
の
部
分

　

�

平
成
二
十
五
年
東
京
都
告
示
第
千
六
百

六
十
五
号
の
事
業
地
に
、
東
村
山
市
久

米
川
町
四
丁
目
地
内
を
加
え
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
百
九
十
一
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
渋
谷
二
丁
目
１
７
地
区
市
街
地
再
開
発

組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に

告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
二
日東

京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

組
合
の
名
称

渋
谷
二
丁
目
１
７
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二　

事
業
施
行
期
間

令
和
元
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
七
年
六
月
三
十
日
ま
で

三　

施
行
地
区

渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
地
内

四　

事
務
所
の
所
在
地
及
び
設
立
認
可
の
年
月
日

渋
谷
区
渋
谷
一
丁
目
十
二
番
一
号

令
和
元
年
八
月
二
十
八
日

五　

事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
七
年
三
月
十
二
日

◉
東
京
都
告
示
第
百
九
十
二
号

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

円

一
箇
月

円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所
電
話

〇
三（
五
二
七
六
）〇
八
一
一（
代
）
郵便番号
１０１―００５１

三

鈴

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
三
十
二
番
地
一

三
〇

六
、
六
〇
〇


